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Practical studies conducted in Japan on utilizing ICT in the classroom were reviewed to improve the 
teaching skills of teachers. Documents were retrieved, and studies on the following learning styles 
were identified: (1) mass teaching styles (N=3); (2) individual learning styles (N=2); and (3) 
cooperative learning styles (N=5). Examining these studies indicated that there is insufficient research 
on using ICT in classrooms, and improvement in knowledge about ICT, as well as accumulating 
practical teaching experiences would be necessary for conducting lessons using ICT for the above 
learning styles. Moreover, it was suggested that teachers would need to have the following skills to 
utilize ICT in classrooms: (1) basic ICT skills to conduct mass teaching; (2) skills to provide 
appropriate feedback to individual students because each student would have one PC terminal in the 
future; and (3) skills to facilitate lessons regardless of having ICT. 

 

1.はじめに 
1.1 教室の ICT 化を目指す背景 

IoT（Internet of Things）、ロボット、人工知能(AI)、

ビッグデータなど、社会の在り方に影響を及ぼす新

たな技術の出現（第 4 次産業革命）により、我々は

今、新しい価値やサービスが創出され、人々に豊か

さをもたらす新たな社会 Society 5.0 の時代を迎える

転換期にある(文部科学省, 2019a)。古来より「国家

百年の大計」と言われる教育においても、この時代

の到来について、今後の方向性について、長期的な

展望に立ち考えていく必要があることに異論は無い

だろう。2019 年改訂の小学校学習指導要領には、予

測できない変化を前向きに受け止め、主体的に向き

合い、関わり合い、自らの可能性を発揮し、よりよ

い社会と幸福な人生の創り手となるための力を子ど

もたちに育むという、これまでにない新たな方向性

が示され(文部科学省, 2019a)、その方策の一つとし

て、「情報活用能力の育成」、「学校における ICT 環

境整備と ICT を活用した学習活動」を明記している。

「情報活用能力」とは、世の中の様々な事象を情報

とその結び付きとして捉え、情報及び情報技術を適

切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決したり、

自分の考えを形成したりしていくために必要な資

質・能力である(文部科学省, 2017)。その能力育成の

ためには、「学校における ICT 環境整備と ICT を活

用した学習活動」が不可欠である。 

黒板を背にした教師が、整然と前を向いて座り居

並ぶ児童生徒に向かって、チョークと言葉を尽くし

ながら授業をする、という教室の風景が変わろうと

している。これまでの授業において、教材教具の代

表として教室の中心に据えられていた黒板でさえ、

ICT 教育推進の流れの中、大型モニターやプロジェ

クター付き電子黒板にとって変わられようとしてい

る。明治 5 年に黒板が日本に伝わって以来、不動の

授業形態であった黒板とチョークによる授業が今、

大きな変換点を迎えている。現状および今後の教育
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について考える場合、学校の ICT 環境は、その導入

が学習に効果的であるかどうかを議論する段階では

なく、すでに鉛筆やノート等の文房具と同様に教育

現場において不可欠なものとなっていること(文部

科学省, 2019b)を前提とした対応が必要である。 

 

1.2 ICT を活用した学習活動とは 
2021 年、2022 年からそれぞれ完全実施される中学

校、高等学校の各学習指導要領総則においても、そ

の共通のコンセプトとして、情報活用能力を、言語

能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位

置付け、学校の ICT 環境整備と ICT を活用した学習

活動の充実を明記しているのは小学校と同様である。

また、文部科学省は、平成 23 年 4 月に 2020 年度に

向けた教育の情報化に関する総合的な推進方策であ

る「教育の情報化ビジョン」を取りまとめ、さらに、

総務省の「フューチャースクール推進事業」と連携

の下、「学びのイノベーション事業」を実施してきた。

そして、その研究報告から ICT を活用した指導方法

を作成し、学習スタイル別に実践例を紹介している

(文部科学省, 2014)。具体的には、どのような「学習

活動」が教室の風景として考えられるのかについて、

研究報告書より示された実践を学習スタイル別に整

理したものがわかりやすい。以下、それぞれの学習

スタイルについて、Table 1 に示した。 

 

Table 1 学習スタイル別 ICT 活用による学習活動 

 

【一斉学習】 

A1     教員による教材の提示 

画像の拡大提示や書き込み、音声、動画などの視

覚的で分かりやすい教材を活用して、学習課題を

提示・説明する 

 

 

【個別学習】 

B1        個に応じる学習 

情報端末を用いて、一人一人の習熟の程度に応じ

た学習や、知識・技能の習得に取り組むなど、個

に応じた学習を行う 

B2         調査活動 

インターネットやデジタル教材を用いた情報収

集、観察における 写真や動画等による記録など、

学習課題に関する調査を行う 

B3       思考を深める学習 

シミュレーションなどのデジタル教材を用いた試

行により、考えを深める学習を行う 

B4         表現・制作 

写真、音声、動画等のマルチメディアを用いて多

様な表現を取り入れた資料・作品を制作する 

B5          家庭学習 

情報端末を家庭に持ち帰り、授業に関連したデジ

タル教材に取り組んだり、インターネットを通じ

て意見交流に参加したりする 

 

 

【協働学習】 

C1        発表や話合い 

学習課題に対する自分の考えを、電子黒板等を用

いてグループや 学級全体に分かりやすく提示し

て、発表・話合いを行う 

C2       協働での意見整理 

情報端末等を用いてグループ内で複数の意見・考

えを共有し、話合いを通じて思考を深めながら協

働で意見整理を行う 

C3         協働制作 

情報端末を活用して、写真・動画等を用いた資料・

作品を、グループで分担したり、協働で作業しな

がら制作する 

C4      学校の壁を越えた学習 

インターネットを活用し、遠隔地や海外の学校、

学校外の専門家等との意見交換や情報発信などを

行う 

学びのイノベーション事業実証研究報告書 (文部科学省 , 

2014)より抜粋 

 

 

このようなそれぞれの学習スタイルを通じて、ま

たは組み合わせて展開することにより、多様な学習
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活動が可能になり、これまでにない新たな授業形態

が創造されていくことが考えられる。本論文では、

これらの授業を実施する重要な担い手としての教師

の在り方について、先行研究を吟味しながら、現状

と課題について考察する。 

 

1.3 教師の ICT 活用状況 
 教室の ICT 化を促進するためには、まず ICT その

ものの導入が校内に進まない限りは物理的に無理が

ある。教育の ICT 化に向けた環境整備 5 か年計画

（2018 年～2022 年）(文部科学省, 2018a)によれば、

全学校種における学習者用コンピュータについては、

3 クラスに 1 クラス分程度整備、また大型提示装置・

実物投影機については各普通教室 1 台 100%整備、

さらに普通教室の無線 LAN についても 100%整備を

目指すことを打ちだしている。実際には、2019 年 3

月 1 日現在の全学校種の整備率は、学習者用コンピ

ュータ（5.4 人/台）、大型提示装置・実物投影機

（51.2%）、普通教室の無線 LAN（40.7%）であり(文

部科学省, 2019c)、国の目標値を達成するためにはも

う少し時間がかかることが予想される。これらの状

況を踏まえた上で、本論文については、こういった

環境面の課題に焦点を当てるのではなく、実際に

ICT 化の担い手として大きな役割が期待される教師

の現状を、教師力という視点で掘り下げてみたい。  

「新時代の学びを支える先端技術のフル活用に向

けて～柴山・学びの革新プラン～」(文部科学省, 

2018b)によれば、教師を支援するツールとして先端

技術をフル活用することにより、すべての児童生徒

に基盤的な学力や他者と協働しつつ自ら考え抜く力

を育むとともに、新たな社会を牽引する人材を育成

する質の高い教育を実現できる、としている。これ

は、Society5.0 時代の教育の実現のためには、教師力

と ICT 等の先端技術の融合が不可欠であることを示

唆している。しかし、現状はなかなか厳しい。 

経済協力開発機構（OECD）「国際教員指導環境調

査」（TALIS）(2018)によれば、日本の中学校教員の

ICT 活用の割合は 17.9％と参加国（48 カ国・地域）

中で 2 番目に少ない（参加国平均 51.3％）ことが明

らかになった。日本の ICT 活用状況は、学習指導要

領に掲げた理想とは裏腹に、その進捗状況は芳しく

ないことがわかる。 

 また、文部科学省が全国の公立学校の授業を担当

している全教員に対して実施した「平成 30 年度学校

における教育の情報化の実態等に関する調査結果

（教員の ICT 活用指導力）」(文部科学省, 2019c)によ

れば、「教材研究・指導の準備・評価・校務などに

ICT を活用する能力」を調査する 4 つの質問項目に

対して、「できる」「ややできる」と肯定的に回答し

た教員は平均して 86.2%であったが、反面、同様に

「授業に ICT を活用して指導する能力」、「児童生徒

の ICT 活用を指導する能力」に対する肯定的な回答

は、それぞれ 69.7%、70.2%にとどまった。このこと

は、いわゆる「一人でもできる」校務における ICT

活用については自信を持っている教員が多いのに対

して、「一人ではできない」児童生徒との協働作業で

もある授業の場においての ICT 活用については、ま

だまだ自信を持てていない教員の存在があることを

表している。 

 さらに、同調査による研修の受講状況についての

調査結果からは、全国の公立学校の授業を担当して

いる全教員のうち、平成 30 年度中に ICT 活用指導

力に関する研修を受講した教員の割合は、全体の

47.3%にすぎず、且つ各都道府県の研修状況にも大

きな格差（最低 18.3%、最高 96.3%）があることも

明らかになった。 

 これらの調査結果を俯瞰すると、教室の ICT 化に

向けた環境面の整備も遅々として進まず、満足する

研修の機会も得られない現状の中、教室の ICT 化に

向けた自らの教師力に大きな不安を抱えている教師

たちの姿が想像できる。 

 本論文の目的は、我が国に於ける「教室の ICT 化」

に関する先行研究、とりわけ「授業に ICT を活用し

て指導する能力」や「児童生徒の ICT 活用を指導す

る能力」の育成に資する実践研究を整理し、そこか

ら得られる知見を今後の提言として教師力の向上に

役立てることにある。先行研究を整理する視点は、

実際の教室での授業実践において、どの分野の研究

が十分でないのか、を明らかにするために、学びの

イノベーション事業によって分類した学習スタイル、

すなわち一斉学習、個別学習、協働学習に分類して

考察することとした。 
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2.教室の ICT 化に関する近年の研究例 
2.1 先行研究の抽出方法 

まず、本論文の目的に合った「教室の ICT 化」を

具現化した先行研究を抽出するため、検索ワードに

ついては「授業 ICT」を採用することとした。「授

業 ICT」のワードをタイトル内に含む論文を、科

学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE）に

より検索を行った(2019 年 9 月 20 日時点)。検索期間

は、文部科学省により「教員の ICT 活用指導力」の

調査がスタートした 2006 年から現在までとした。資

料種別は「ジャーナル」「査読あり」とし、記述言語

は「日本語のみ」とした。その結果、41 件が該当し

た。それらの論文の中から、展望論文、海外や高等

専門学校、大学の教員養成課程等での実践報告等は

除外し、小学校、中学校、高等学校での実践研究 10

件を抽出し、さらにそれらの論文を、1）一斉学習に

関する研究例（3 例）、2）個別学習に関する研究例

（2 例）、3）協働学習に関する研究例（5 例）として

分類した。分類に悩む実践に関しては、筆者の判断

により、最もあてはまると考えられる学習スタイル

に振り分けられた。その後、3 つに分類された近年

の実践研究を「教師力」という視点で俯瞰し、そこ

から見えてくる課題と方向性を検討することとした。 

 

2.2 一斉学習に関する研究例 

まず、教員による教材の提示という点に主眼を置

き、学習課題等の拡大提示や書き込みといった視覚

的に分かりやすく訴えることに ICT を活用した 3 例

の研究について概観する。 

山崎(2012)は、音楽の鑑賞学習において、教材曲

を批評できる能力を段階的に育てるための分析的な

聴き方に着目し、比較聴取と鑑賞とを円滑につなぐ

ICT を活用した教材の提示を含めた指導法の検討を

行った。対象は、異なる 3 つの小学校の 5 年生 76

名であった。変奏曲としての教材には、主題、第 1

変奏、第 2 変奏、第 3 変奏、第 4 変奏、コーダから

なる「ピアノ五重奏曲『ます』第 4 楽章（シューベ

ルト作曲）」が用いられた。教材曲の音源は、コンピ

ュータで加工され、第1変奏と第3変奏を切り取り、

残った各部分には、主題、第 2 変奏、第 4 変奏、第

5 変奏、コーダという各部分の名称が音楽と連動し

てプロジェクターや大型テレビで視覚的に見えるよ

う音源に文字を貼り付け提示した。これらの仕組み

からなる鑑賞によって、児童たちは、全体聴取から

第 1 変奏と第 3 変奏の比較聴取、あるいは第 1 変奏

と第 3 変奏の比較聴取から全体聴取を行う作業の中

で、主題からコーダまでの順番について考える学習

課題が与えられた。その結果、取り出した変奏を後 

に提示するよりも、先に提示しておいて全体の構成 

に着目させた方が、分析的な聴取から鑑賞へと子ど 

もたちの意識をスムーズにつなげやすくなったこと

を報告している。 

平山・森川・後藤(2014)は、通常は直接的に観察

できない光合成の過程を確かめる実験において、目

に見えない科学情報をリアルタイムに計測する情報

収集機器であるデータロガー（Pasco 社）の活用を

考案し、小学校 6 年生 4 クラスで、このデータロガ

ーとドクダミを用いた光合成の過程を確かめる実験

を行い、その有効性を検証した。授業は担任により、

データロガーのモニターを大型ディスプレイに投影

する方法をとった。実践後、45 名の児童から自由記

述式の感想を得たところ、全体の 84％の児童が光合

成の理解を示す記述をし、また 33％の児童は、デー

タロガーによって大型ディスプレイに可視化された

気体濃度の変化過程について言及していた。さらに、

教員からは、1 回の授業時間内に光合成と呼吸の実

験を完結できることからも、この ICT 機器の使用に

ついて肯定的な感想が得られた。これらの結果によ

り、本実践での ICT の活用が、光合成および呼吸の

授業に有効であると結論づけている。 

渡邉・高橋・堀田(2009)は、小学校 4 年生と 5 年

生算数科の一斉授業において、同じ教員が同じ題材

で、ICT 活用ありの授業と ICT 活用なしの授業を行

った場合の比較検討を行った。ICT 活用ありでは教

科書指導書付録の問題提示ソフトとプロジェクター

を用いて問題文と図を拡大提示したり、平行四辺形

を描くために実物投影機を使用したりするなどした

（ICT 活用なしの授業では、従来通り教員用の大型

用具を使用して、黒板に描きながら説明を加えた）。

その比較の結果、ICT を活用した授業では、活用し

なかった授業に比べて、教員による指示・説明や児

童に対する学習支援、児童による活動の時間が短縮
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されていた。このことから、ICT を活用した授業で

は指導の効率化が図られていることが明らかになっ

たとことを報告している。 

これら 3 つの研究例は、ICT の活用により、学習

課題や学習過程を拡大提示や音声、動画などを用い

て分かりやすく可視化している好例である。生身の

教師力だけでは、教える側に「見せづらい」「イメー

ジさせづらい」ものを ICT で可視化することにより、

教わる側の理解の促進と教える側の指導の効率化と

いった利点があると言える。これらの実践で使用さ

れた主な ICT は、プロジェクターや大型モニターで

あるが、同様の授業を実践するためには、「学習事物

の投影」や「拡大提示」という教師の ICT スキルが

不可欠である。 

 

2.2 個別学習に関する研究例 

次に、授業における調査活動や表現・制作など、

一人一人の能力や特性に応じた学びを支援する ICT

活用を意図した研究を 2 例概観する。 

寺島・中川(2008)は、静止画像データベースシス

テムを利用した授業の特徴を明らかにすることを目

的とし、実験群としてのデータベース利用小学校 6

校、対照群としてのデータベース非利用小学校 19

校の事例分析と教員へのインタビューを実施した。

その結果、(1)利用小学校では、教科書の絵をプロジ

ェクターで投影するなど「教員による教材の利用」

が非利用小学校に比べて少なく、一方で、登録した

資料をポスターセッション等のプレゼンテーショ 

ンで利用するための資料づくりに役立てるなど「児

童による資料作成」は多いこと、(2)利用小学校の教

員は、「多様な評価活動を実施できる」「教材や学習

資料の活用と管理を行いやすい」ことを実感してい

ることがわかったことを報告している。 

宍戸・橋元(2019)は、小学 5 年生 45 人を対象とし

て、体育の持久走中に、ウェアラブルデバイス            

により測定された児童の心拍数を表示することによ

る視覚フィードバックの効果を明らかにする実験を

行った。児童の心拍数を持久走中にモニターに表示

したときと表示しなかったときの比較により検証さ

れた結果、児童の主観的運動強度の評価と、快感情

尺度の測定値において、児童の心拍数がモニターに

表示されたときの方が、表示されなかったときより

も著しく高い値を示したことを報告している。また、

これらの結果は、ICT を用いた視覚フィードバック

が、持久走というきつい運動であるにもかかわらず、

「走ろう」とする動機を高め、より意欲的な学習環

境の形成に効果的であったと考察している。 

この 2 つの研究例は、個別の学習に対応するため

に、より多くの数量の ICT が必要であったり、いつ

でもどこでも利用できるようなシステムの構築とい

った ICT環境整備面での課題は残ったりするが、ICT

の持つ利点を、個々の学習意欲の向上や学習課題の

達成に活かしている点で有意義な実践であろう。 

 

2.3 協働学習に関する研究例 

最後に、子供たち同士が教えあい学び合う協働的

な学びを意図した研究を 5 例概観する。この学習ス

タイルは、発表や協働での意見整理を意図している

ことから、学習内容のより深い理解が期待できる学

習スタイルである。 

山崎(2011)は、ICT を活用した和声を扱う音楽授業

の構成のあり方を検討することを目的とした授業実

践を行った。対象は小学 5 年生であり、授業の内容

は、旋律と和音との組み合わせを聴いて確かめ、試

行錯誤しながら、自分の気に入った和音伴奏をつく

るという感覚を通した活動であった。教材曲とビデ

オクリップ部分に和音記号が挿入された動画編集ソ

フトが備わっているコンピュータを 2 人に一台与え、

旋律と和音進行の美しい組み合わせを協働作業の中

で吟味していく中で、児童たちはその組み合わせの

共通項を見いだし、感覚的な聴取をもとに理論を導

き出したことを報告している。 

亀崎・川端・葭内・伊藤(2015)は、太陽光発電、

ガス発電などの創エネルギーとホームバッテリー等

による蓄エネルギー機能を兼ね備え、これらの機器

の遠隔操作が可能であるスマートホームと呼ばれる

住宅と、学校の教室とをタブレット PC を用いた中

継により双方向で繋ぎ、高等学校家庭総合において

実際のスマートホームの機器および住宅設備につい

て見学する授業を試みた。ライブ中継には無料アプ

リの TwitCasting（モイ株式会社）を採用し、画像と

ともにコメントも配信できることを利用して、生徒



教室の ICT 化に向けた教師力の現状と課題 

198 

の質問と感想をスマートホームの解説者に伝えるこ

ととした。入力したコメントは画面上に表示され、

生徒間での情報共有を可能とした。その結果、双方

向で同時性のあるコメント入力が、スマートホーム

に対する驚き、疑問など生の声をとらえることがで

き、スマートホームに対する興味・関心の高まりを

確認できたこと、また本授業に対して「分かりやす

かった」とする生徒が約 8 割に上り、内容理解度向

上においても有効な手法であったことを報告してい

る。 

高瀬・中島(2015)は、へき地小規模校の高学年児

童 5 名に対して、ハードルの学習における「間の走

りのリズム」と「跳び越える動作」の習得のために、

タブレット端末の動画撮影機能により撮影された映

像を相互評価することによって、児童同士による交

流の促進や多様な視点からの意見や教え合いが生ま

れるかを検証した。その結果、映像を見たあとには

輪になって 5 人が跳び越す技能について活発に話し

合ったり、スタート地点に移動する中でも友達に助

言したりするなど、交流の頻度の高まりも見られた

こと、「跳び越える動作」に対する多様な視点という

点では十分な成果が見られず、授業者の指導方法や

ICT 活用のさらなる工夫が必要であることを報告し

ている。 

成家(2016)は、小学校 5 年生を対象に、タブレッ

ト PC の基本機能である写真撮影、動画編集にプレ

ゼンテーションソフトを加え、自校の PR コマーシ

ャルを制作させる授業実践を行った。全 15 時間に及

ぶ授業実践を通じて、校内写真データのプレゼンテ

ーションソフトへの挿入、録音機能を生かした BGM

の挿入など、基本的なタブレット PC を使いこなす

姿が確認できたこと、また各グループの作った PR

コマーシャルを見合って相互評価する時間において

は、学級全体の協働的に問題解決する力とグループ

で協働的に問題解決する力の向上に成果があったこ

とを報告している。また今後の課題として、国語科

の授業とタブレットの動画編集機能の活用が結び付

く実践を検討していくこと、そして、その実践が協

働的な問題解決の必要性があることの 2 点を挙げて

いる。 

金指(2018)は、高等学校国語科の授業の ICT 化に

向けて教育現場に急速に広まっている PC 端末

Chromebook（google）を活用した 3 年間の実践をま

とめている。Google フォームというアプリを活用し

た意見文を読む込む授業は、(1)まず、授業者が用意

した課題を Gmail で一斉に送る。すると、生徒たち

の Chromebook の画面には送った課題が映る。(2)次

に、生徒たちがこの課題に対する解答を画面上に入

力する。(3)そして、生徒たちが解答を授業者に提出

する。(4)その解答を授業者が添削してプロジェクタ

ースクリーンに投影し生徒たちに相互添削させる、

という流れで実践された。また Google フォームを利

用した課題の配布とそのフィードバックをクラス単

位で行える Google Classroom というアプリを活用し、

ペーパーレス化を実現するとともに、授業中に課題

に取り組む生徒たちの様子も一人一人授業者のパソ

コンから確認したり、彼らの思考の過程を観察した

り、さらに生徒間で意見交流を行うなどの実践も紹

介している。 

 これら 5 つの研究例には、それぞれ象徴的なキー

ワードがある。それらは、「協働作業」「情報共有・

双方向」「相互評価」「協働的な問題解決」「意見交流」

等であるが、これらは全て他者との対話により可能

になる概念である。この対話を生み出す仕掛けの中

心に ICT が存在している先進的な研究であると言え

るだろう。 

 

3.まとめ 
これまで、我が国に於ける「教室の ICT 化」に関

する実践研究を「学びのイノベーション事業」によ

り報告された 3 つの学習スタイルに大別して分類し

た。ここで本論文の目的に立ち返り、ここから得ら

れる知見を教師力の向上に役立てるために、教師の

目線から全体を考察したい。 

当初、「授業 ICT」を検索ワードに論文検索をし

たところ、41 件が該当した。しかし、それらの論文

のうち、実際に、小学校や中学校等の学校現場で授

業実践を行った論文はわずか 10 件しか該当しなか

った。もちろん、日本各地の学校においては、ジャ

ーナルに掲載されることのない校内研究会や授業研

修の一環として、数多くの「教室の ICT 化」に資す

る実践が行われていることは想像に難くない。しか
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し、そうではあってもこの論文の少なさは、この分

野が未だ発展途上にあり、さらなる実践の蓄積が必

要なことを表している。 

まず一斉学習に関する研究例から考察したい。こ

れを教師力として捉え直せば、「授業に ICT を活用

して指導する能力」であると言える。ICT の担い手

の主役は教師である。筆者は当初、3 つの学習スタ

イルの違いによる分類をすれば、その論文数につい

ては、「一斉学習＞個別学習＞協働学習」となるので

はないかと予想していた。一斉学習における教師の

役割は、画像の拡大提示や書き込み、音声、動画な

どの視覚的で分かりやすい教材を活用して、学習課

題を提示・説明する点にあり、これは他の学習スタ

イルである個別学習、協働学習と比較しても、児童

生徒の ICT 活用を介する必要がない分、授業実践は

比較的容易であるように考えたからである。実際に

は、予想に反して実践研究例は少なく、3 つの研究

例の授業場面は全て小学校であり、教科としても音

楽、理科、算数のみであった。ICT を活用した学習

スタイルの出発点とも言うべき一斉学習であっても、

教師の経験値にはまだまだ伸びしろがあることが伺

える。この現状について、より正確に分析するには、

全国の教員の ICT スキルと研修歴の把握、ICT 機器

の様式・種類、各学校の拡大提示機器の数量など、

さらなるデータ収集が必要になるが、いずれにせよ、

「教室の ICT 化」の最も基礎的且つ学びの導入部分

の役割を果たす一斉学習の ICT スキルについて、教

師は経験値を積むべきであろう。 

次に個別学習に関する研究例を考察する。個別学

習とは、教師力として捉え直して言えば、「児童生徒

の ICT 活用を指導する能力」である。一斉学習とは

異なり、個々が ICT を活用することになり、ICT の

担い手の主役は教師から児童生徒に移行する。この

学習スタイルは、個々の課題の達成やニーズの要求

に合わせたフィードバックが、教師やインターネッ

ト、または ICT から直接にピンポイント且つ即時的

に得られるところに大きな利点がある。フィードバ

ックが学び手に及ぼす学習の促進効果については、

B.F.スキナーによって創始された行動分析学の研究

において、我が国でも多くの知見が蓄積されており

(例えば、若林・加藤, 2013)、行動科学の見地からも、

個別学習の有効性は高いと言える。また、行動分析

学に基づき、1960 年代に米国で開発された F.S.ケラ

ーの個別化教授法（Personalized System of Instruction）

は、集団ではなく、個に対するフィードバックによ

る学習促進効果にフォーカスしている点(ケラー F., 

2019)で、ICT 化の進む学校教育において貢献できる

可能性が高い。向後(2003)は、PSI の特徴について、

1.学習者が独習できるステップバイステップでデザ

インされた教材がある、2.学習は独習用教材を用い

て学習者が自己のペースで進める、3.教員はプロク

ター（指導員）として学習者を支援する、4.プロク

ターが通過テストを行う、等の学習過程を紹介して

いる。PSI が開発された 1960 年代の紙ベースの個人

用教材とは異なり、Web ベースで教材を配信できる

ようになった現在、PSI は新たなオンライン教授モ

デルとして注目できる。今後、児童生徒一人一台 PC

端末が与えられる時代が到来することを鑑みれば、

教師は ICT 活用による個別学習のフィードバックや、

授業デザインについて熟知しておくべきである。 

しかし、ハード面、ソフト面の進歩は著しく、教

師は、多機能の PC 端末、ドリルソフト、デジタル

教材などの知識に加え、写真、音声、動画等のマル

チメディア、インターネットの授業における活用法

に精通し、且つ児童生徒にそれを指導できる幅広い

能力が求められている。実際に抽出した 2 つの研究

例では、静止画像データベースシステムの構築やウ

ェラブルデバイスの活用など、一斉学習のために教

師に要求されるスキルを明らかに上回っている。

ICT の分野が日進月歩であることを考えれば、この

能力を身につけるためには、日常的な知識の吸収と

それを実際に授業で実践する豊富な実体験が必要で

あろう。 

最後に、協働学習に関する研究例について考察す

る。これを教師力から捉え直して言えば、個別学習

同様、「授業に ICT を活用して指導する能力」であ

ると言えるのであろうが、ICT の担い手の主役は完

全に児童生徒であることからも、「授業に ICT を活

用してファシリテートする能力」と言った方が適切

であるように思われる。 

鷹岡(2016)は、ICT を活用した児童生徒主導の展

開では、まず個別学習により、試行錯誤しながら問
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題を解決する学習活動を行い、解決策や考えに迫っ

ていくこと、そして自分なりの解や考えを出せたと

ころで、仲間との対話により、他者の考え方を比較・

関連づけて練り上げていくことで、多様な考え方を

獲得したり、自分の考え方の良さを認識したりして、

その適用範囲を広げることができると述べている。

筆者も強く同意するものである。協働学習を目指す

必須のステップとして、児童生徒は個別学習の豊富

な実体験が必要であろう。 

協働学習の中核は、5 つの研究例にも散見した「相

互評価」「協働的な問題解決」といった他者との対話

を ICT により促進する仕掛けにある。ただ単に ICT

を使いこなすだけではなく、ICT により、いかに血

の通った人と人とのつながりを生み出すか、といっ

た点に教師の力量が試される学習スタイルである。 

最後に、教室の ICT 化に対応できる教師力とは何

かについてまとめてみると以下のようになる。 

総じて、教員は、教室の ICT 化に向けて、ICT を

用いた学習スタイルを実行するために、ICT 知識の

醸成と授業実践を積み重ねていかなければならない

とは言うまでもない。ICT 化に向けた教師力を 3 つ

の学習スタイルになぞらえて 3 つの教師力としてま

とめたい。第一の教師力とは、一斉学習を実践でき

る基礎的な ICT スキルを持つことである。第二の教

師力とは、一人一台の PC 端末時代を見据え、一人

一人の個別学習に対して的確にフィードバックでき

るスキルを持つことである。そして第三の教師力と

は、ICT があるなしにかかわらず、授業をファシリ

テートするスキルである。Society5.0 時代の教育では、

上記の 3 つの教師力の向上を目指した研究と実践が

求められる。 
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